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論　説

義務教育における食育に科学的根拠のあるパフォーマンス

小野章史＊1　松本義信＊1　小野尚美＊2

要　　　約

　2005（平成17）年に「食育基本法」が制定された．制定された背景には，「国民の健康に関して」と「食
料確保に関して」という大きな2つの問題があった．この法律の目的は国民が心身ともにより健康に
過ごすことである．しかし，その法律が制定された後も糖尿病，高血圧症，循環器疾患などの生活習
慣病は増え続け，2016（平成28）年には「糖尿病が強く疑われる者」がついに約1,000万人と推計された．
生活習慣病は，疾患に至るまでに数十年の歳月を要し，治癒には残りの人生すべてを要す疾患である．
したがって成長期，特に小学校，中学校に通う児童・生徒への食育が極めて重要となっている．そこ
で小学校，中学校ではどのような食育が行われているかを把握するために，「食育基本法」「学校給食
法」「小学校学習指導要領」「中学校学習指導要領」等に明記されている教育内容を「食」と「育」に
分けて整理した．すると「食」に関しての教育内容が多くを占め，「育」に関する教育内容が極めて
少ないことが分かった．「育」にはからだの仕組みや働きを理解する生理学や生化学が含まれるが，
その領域の教育が欠落していた．体の仕組みを理解して食事をすることが重要であるが義務教育の中
で，「食とからだの関係を理解させる」ことは極めて難しいことである．そこで，「食とからだの関係」
のパフォーマンスを考え，義務教育早期からパフォーマンス（実証表現）の導入を図った食育の推進
を提唱する．

１．はじめに
　2016（平成28）年の国民健康・栄養調査の結果1）

によると，「糖尿病が強く疑われる者」が約1,000万
人と推計された．さらに，「糖尿病の可能性を否定
できない者」が約1,000万人と推計されているので，
日本の人口が約1億2700万人であることから，5～6
人に１人が糖尿病が疑われるという結果になる．特
にその大多数を占める2型糖尿病は日常の食生活が
深く関係するため成長期からの食育のあり方との関
係が重視されている．さらに同調査では塩の摂取が
深く関わる高血圧症，脂肪摂取が関わる脂質異常症
が依然多いことも示している．そのような栄養代謝
性疾患は健常臓器の機能低下を招き，やがては全身
性の疾患となり死を速めるだけでなく，治療に係る
日数が長く，患者個人個人の医療費負担が増し，家
族への負荷，国，地方自治体の医療費負担増を招き，
国力の低下を招きかねない事態になっている．した
がって，こうした生活習慣が深く関わる疾患の増加

や医療費増加などを抑制するため，厚生労働省，文
部科学省，農林水産省はそれぞれの立場で「食育」
ということばを用い，国民の食生活の是正を呼びか
けているが，いまだ国民に浸透しているとは言い難
い．
　元来「食育」とは，「食が育む」である．つまり，
「食」はより良く食べることをさし，「育む」は体
と心の健全をさす．漢字2字だが，もつ意味は深く，
「一生の命」そのものを言っているに外ならない．
命の終焉を老衰で終わるか，疾患を携えたままで終
わるかは，長い人生の生活の質（QOL）に深く関わっ
てくる．
　一生を健康で過ごすためには，どのライフステー
ジで適切な「食育」を受けるのがよいだろうか．ラ
イフステージとは，胎児期，新生児期，乳児期，幼
児期，学童期，思春期，成人期（青年期，壮年期，
中年期），高齢期の区分をいう．
　本稿では，生活習慣病と呼ばれている糖尿病，高
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血圧症，脂質異常症は，成長期からの食生活のあり
方が関わっていることは明白であるため，食嗜好が
定着する学童期，思春期すなわち小学校，中学校の
義務教育期間の「食育」のあり方について論じ，パ
フォーマンスの導入を提唱することにした．
　
２．食育の歴史および法令化の経緯
　「食育」を国語辞典を代表する広辞苑で調べると
「第五版」2）までには記載が無く，「第六版」3）で初め
て記載されている (p.1405)．したがって「食育」と
いうことばが社会認知をされたのは，第五版が出
版された1998（平成10）年から第六版が出版された
2008（平成20）年の間といえるだろう．そしてその
第六版では，「食育」を「食材・食習慣・栄養など，
食に関する教育．食生活の変化を背景として2000年
頃から広くいう語」と書かれている．
　そもそも「食育」という単語を誰が最初に使った
のかを知るには大きな興味がある．なぜ「食」と「育」
を合わせた熟語にしたかに興味が湧くからである．
最初にこの熟語を作り出すには何らかの食と生命に
関わる事象か，社会背景があったものと推測できる．
　結局，誰がこの熟語をこの世で最初に使ったのか
を知るには至らなかったが，調べるうちに明治時代
に石塚左玄（嘉永4年（1851年）―明治42年（1909
年））が，栄養学がまだ学問として確立されていな
い時代にあって，食べ物と心身の関係を理論的に繋
げ，1896年（明治29年）に発行した『化学的食養長
寿論』4）の中で「体育智育才育は即ち食育なり」とし，
食育を提唱したところに辿り着いた．そして，その
7年後，村井弦齋（文久3年（1864年）―昭和2年（1927
年））が，教訓・啓蒙小説である『食道楽』5）の中で，
「小児には德育よりも，智育よりも，躰育よりも，
食育が先き．躰育，德育の根元も食育にある．」と
食育という用語を強調した小説を発表した．
　このように，「食育」という文字上の提唱は明治
にさかのぼることができた．しかし明治，大正，昭
和の時代に「食育」なる熟語が国民の誰もが辞書引
きできる成語になっていたかは疑わしい．一定の書
籍を保管している図書館には国語辞典の広辞苑が置
かれているが，その国民的基本辞書というべき広辞
苑（前身は辞苑，1935（昭和10年）発行）に「食育」
が載ったのは2008（平成20）年発行の第六版である．
つまり第五版発行の1998（平成10）年から第六版発
行の2008（平成20）年に至るまでの10年の間に辞書
に「食育」という2文字を掲載しなければならない，
あるいは掲載した方がよいという判断があったに違
いない．
　したがって，それまでの辞書に無い語を追加掲載

するに至った理由とは何なのかを知ることは重要で
ある．
　すでに周知の事実となっている「生活習慣病」6），
この「習慣病」7）の提唱は1970年代後半から聖路加
国際病院の院長であった日野原重明によってつけら
れ，さらに川久保清によって1990年に「生活習慣病」
という名称が提案されている．それまで糖尿病や高
血圧症など「成人病」として扱われてきた疾患が結
局，幼少期からの生活習慣や食のあり方に問題があ
るとして，厚生省（現厚生労働省）は1996年公衆衛
生審議会の答申を受け，翌97年に「成人病」を改称
して「生活習慣病」を提唱した．この「生活習慣病」
が日常の食生活と深い関係にあることは今日疑いの
ない事実である．さらには，より良い生活習慣，食
習慣の維持に「食育」が必需となっていくことは誰
しもが想像できることである．
　こうした「食育」ということばの使われ方の経緯
を表1に示す．
　上述のように，明治時代に石塚左玄らが「食育」
という言葉を使ったが，その後この言葉は一般に定
着するに至らなかった8）という．1988年にタイトル
に「食育」という言葉を使った書籍が出版されてい
る9）が，その当時今日のように「食育」という言葉
を頻繁に聞くことはなかった．
　では，いつから「食育」という言葉が一般に定着
していったのであろうか．先にも示したように，
1998（平成10）年に出版された広辞苑第五版には「食
育」は掲載されていない．それが2008（平成20）年
に出版された第六版には掲載された．すなわち，そ
の10年の間に一般に定着していったと考えられる．
　そこで，国立国会図書館 NDL-OPAC で，和図書
のタイトルに「食育」が含まれるものを検索した．
すると，食育基本法が成立した2005（平成17）年以
降に多く出版されていることがわかった（図１）．
現在使われている「食育」という言葉は，表1から
もわかるように政府主導のもと食育基本法成立10）と
ともに急速に普及されていった新しい言葉といえる．
　
３．食育基本法等にみる食育の「食」と「育」
　今日の日本には，食に関する問題が多くある．な
かでも，食育基本法制定への背景には食環境の変化
に伴い生じてきたエネルギーの過剰摂取や栄養摂取
の偏りによる生活習慣病の増加をはじめとする国民
の健康に関する問題と，食料自給率の低下や食の安
全という食料確保に関する問題という大きな2つの
問題があった．2005（平成17）年に制定されたこの
法律の目的は，「現在及び将来にわたる健康で文化
的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与
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すること」である．すなわち，すべての世代が心身
ともにより健康に過ごすことを目的にした法律とい
える．しかし，その法律が制定された後も糖尿病，
高血圧症，循環器疾患などの生活習慣病は増え続け，
2016（平成28）年には「糖尿病が強く疑われる者」
がついに約1,000万と推計された．生活習慣病は疾
患に至るまでに数十年の歳月を要し，治癒には残り
の人生すべてを要す疾患である．言い換えれば，治
癒することは困難で，重症化しないように気をつけ
ながら生涯その疾患と付き合わなければならない疾

患である．したがって成長期，特に小学校，中学校
に通う児童，生徒（義務教育期）への食育が極めて
重要である．
　2005（平成17）年に食育基本法が制定された後，
2008（平成20年）年3月に告示された「小学校学習
指導要領」11）「中学校学習指導要領」12）の中に「食育
の推進」が盛り込まれた．また，同年6月に「学校
給食法」13）が改正され，第1条の学校給食法の目的に
「学校における食育の推進を図ること」と明記され
た．さらに，2005（平成17）年4月から「栄養教諭

表1　「食育」提唱の経緯
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図1　�タイトルに「食育」を含む書物の検索結果（広辞苑第六版発行まで）�
（国立国会図書館NDL-OPACを活用）

表２　「食」と「育」の内容及び育みを考慮した「育」の検討育みを考慮した「育」の検討

, 
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①栄養教諭制度：栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育 ②食育基本法 ③食育推進基
本計画：第３次食育推進基本計画  ④食に関する指導の手引き  ⑤学習指導要領：小学校学習
指導要領解説特別活動編，中学校学習指導要領解説特別活動編 ⑥学校給食法
●ゴチック字体部はパフォ－マンス化できる項目を示す．
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制度」が施行され，配置されるようになった栄養教
諭の役割について第10条に明記された．
　「食育」とは，「食が育む」すなわち「食べる」こ
とで生命が「育まれる」，心身が健全に「育まれる」
と理解できる．したがって，食育を推進していくた
めには，何を，どのように，どれくらい食べたらよ
いかという「食」に関する教育と，食べたものが体
内でどのように利用されるか，どのような影響を及
ぼすか（生理学・生化学の代謝）という「育」に関
する教育が必要であると考えられる．
　そこで，小学校，中学校ではどのような食育が行
われているかを把握するために，
　①栄養教諭制度：�栄養教諭を中核としたこれから

の学校の食育（文部科学省，平
成29年3月）14）

　②食育基本法（2005年制定）
　③食育推進基本計画：第3次食育推進基本計画15）

　④食に関する指導の手引き（�文部科学省，平成22
年3月）16）

　⑤学習指導要領：�小学校学習指導要領解説特別活
動編（文部科学省，平成20年8月）

　　　　　　　　　�中学校学習指導要領解説特別活
動編（文部科学省，平成20年7月）

　⑥学校給食法（2008年改正）
　に明記されている教育内容が「食」すなわち「食
べること」に関することであるのか，「育」すなわ
ち「育む」に関することであるのかを整理した（表
2明朝体）．
　この表から，表右欄の「育む」に関しての記載が
極めて少ない（明朝体部のみ）ことが浮かんできた．
つまり「食」に関しての教育内容が多くを占め，「育」
に関する教育内容が極めて少ないことが分かった．
「育」にはからだの仕組みや働きを理解する生理学
や生化学が含まれるが，その教育が欠落している 
ことが分かった．義務教育期は成長期であり，日常
の食生活が体の成長に深く関わるだけに「日常の食
とからだの関係の教育」が強く望まれるところであ
る．
　
４．食育の定義（食育基本法前文からの解釈による）
　なぜか食育基本法に食育の定義は設けられていな
い．しかし前文に定義と解釈されうる以下の記述が
ある．
　食育は，「生きる上での基本であって，知育，徳
育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとと
もに，様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」
を選択する力を習得し，健全な食生活を実践するこ
とができる人間を育てる」ことと示されている．ま

た，食育はすべての世代の国民に必要であるが，な
かでも子どもたちに対する食育は，「心身の成長及
び人格の形成に大きな影響を及ぼし，生涯にわたっ
て健全な心と身体を培い豊かな人間性をはぐくんで
いく基礎となるもの」と，その重要性が示されている．
　すなわち，食育基本法における食育は，「健全な
食生活を実践することができる人間を育てる」こと
である．では，「健全な食生活」とはどのような食
生活を想定しているのであろうか．それは，「単な
る食生活の改善にとどまらず，食に関する感謝の念
と理解を深めることや，伝統のある優れた食文化の
継承，地域の特性を生かした食生活に配慮すること
等」17）をも含むものであると捉えられる．そうする
と，この法律の意味する「食育」というのは，健康
の維持増進を図ることや生活習慣病を予防するため
に食生活を改善することだけでなく，食に対する感
謝の心をはぐくむこと，食文化を継承していくこと
及び地域の特性を生かした食生活をすること等を実
践することができる人間を育てることと捉えること
ができる18）．
　食育基本法の食育が食生活の改善，食に対する感
謝，食文化等，何を，どのように食べるかが中心で
あるため，小学校，中学校での食育が「食」に関す
る指導内容が多く，「育」に関する指導内容が少な
い現状を引き起こしていることが推測できる .
　
５．いったい何が問題なのか
　抽象表現で言えば，「美味しく食べる」「バランス
よく食べる」「健康のために食べる」「生きるために
食べる」こうしたいわばあたりまえの表現を理解さ
せようとして食育を行えば，受ける側（小学生・中
学生）の理解も抽象的な理解になりかねない．こう
した表現には，科学的な教育が含まれていないので
ある．では，科学的根拠を含めた食育とはどのよう
なものが考えられるかを表2に追加して記載した（右
半分のゴチック）．
　こうした「育」の内容は，小・中学生には早すぎ
るのではないかと意見が出る可能性があるが，義務
教育を終え，中学校を卒業して社会人になるにして
も，さらなる高等教育を受け続けるにしても携えて
おかなければいけない知識であり健康保持の実践に
つながる不可欠な内容である．糖尿病，高血圧症，
脂質異常症などの生活習慣病は，一朝一夕で病にな
るのではなく，数年，数十年の時を経て発症するも
のである．糖尿病が強く疑われる者が1,000万人い
る以上，義務教育期からの「食べもの」や「食べ方
と身体の関係」を科学的に教育しなければならず，
時間的猶予は無いと言ってよい．複雑化してきた家
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庭や親子の結びつき，食の格差などがある中，日本
の将来の大人となるこども達から生活習慣病を抑制
するには，義務教育の「食育」で「食べた後の消化・
吸収と排泄・排尿の狭間にある代謝すなわち血管，
肝臓，心臓，腎臓，甲状腺，副腎，胸腺，下垂体な
どの生理学，生化学の教育を積極的に取り入れる必
要があり「待ったなし」の状況である．
　
６．代謝教育へのパフォーマンスの導入
　「代謝」つまり，食べたものが消化・吸収された
後に血流やリンパ液にのって体内に拡散し，肝臓，
肺臓，腎臓，脳，筋肉，脂肪などの臓器や組織で生
物学的・化学的にどのような変化や作用を遂げてい
るかの教育である．
　こどもからの素朴な質問「たべたものはどうなる
の？」の答えは，臓器や組織の働きの説明抜きでは
考えられない．「炭水化物・脂肪は黄色のエネルギー
になる」「たんぱく質は赤い筋肉になる」「緑のビタ
ミン，ミネラルはからだの調子を整える」といった
食べ物を色で分けるという教育法は子どもに食べも
のの興味を持たせる上では重要なことである．しか
し抽象表現でもあるし，食べものによってはこの色
分けに該当しない加工食品やファストフード，エナ
ジー飲料，ミックス飲料が隆盛している．調理過程
の教育だけではなく，加工食品ができる過程の教育
も必要である．しかし何と言っても，食べたもの，
飲んだものが体内でどう変化し，からだに役立って
いるかの教育は欠かせない．食育が「食」教育のみ
にかたよった現状を是正しなければならない．
　「食育」が小学校6年間，中学校3年間の中で年に1
回，少なくとも計9回の食育が計画されうる．しかし，

わずか9回の食育で，「健やかな体を維持する」など
に到達するのは困難である．さらに許されるならば
1学期，2学期，3学期に多数回の食育を叶えたい．
義務教育を終えるまでに，「どのような食生活をし
ていれば，生活習慣病に至らないのか」を教育する
には，多くの食育時間を確保することも必要だが，
中身がより重要である．しっかりと小学生・中学生
が食の改善の実行が伴うよう心に落とし込む教育が
重要と考えている．それを可能にするのがパフォー
マンスの導入である．
　
７．著者が携わった食育
　著者は，2000年以前から2016年の間で小学校42校，
中学校17校に招かれ児童・生徒の前で「食育授業」
を行ってきた（図2-1，図3）．
　また食育に携る学校栄養職員・栄養教諭・養護教
諭・保健体育の教員や校長等の役職者に対して特別
講義を同年の間に267回行った（図2-2）．多くの校長，
副校長，教頭，養護教諭，栄養教諭に直接接し対
談・対話の中ではあるが，「朝食抜きの子」「夕食が
深夜になる子」「親からの食事提供の無い子」「こど
も食堂に通う子」「学校給食のみに依存している子」
「空腹が関係すると思われる事件」など耳を疑いた
くなるような「食」に関してさまざまな問題がある
ことを聞いてきた．より心配になることは，幼少期
に不摂生な食生活を行っていることで体調が悪化し
たり，成長期に臓器，組織に負担がかかりすぎて機
能が低下したりすれば将来，生活習慣病に至る可能
性があるということである．学校給食はあくまで昼
食のみ，朝食，夕食の提供はない．しかも学校側か
ら親への食の啓蒙を行うにしても限界がある．でき

図2-1　筆者が受けた小学校および中学校の食育（代謝：生理学・生化学）講義受諾数

＊�食育基本法が施行された2005年より食育に取り組む小学校， 中学校が現れたことがわかる．
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図2-2　筆者が受けた栄養教諭等教職員の教員研修（代謝：生理学・生化学）講義受諾数

＊�小学校，中学校の児童，生徒に食育に取り組む前から栄養教諭・栄養職員等が食育研修会を開
始したことがわかる．

ることと言えば児童・生徒に対し「生涯健康で生き
るための食育」しかない．複雑になってきた食事情
から児童・生徒が興味を持ってより健康的に自ら食
べようとしても「食」教育は表2左のような内容し
か準備されていない．「なぜ食べなければいけない
の？」「食べたものはからだのなかでどうなってる
の？」に該当する表3右（案）の充実が不可欠である．
本来充実しているべき家庭内での「食育」が時代の
流れに沿って次第に薄れ，学校の「食育」に依存す
るようになった今，学校ではどのような食育が効果
をもらすかをさらに考える時が来ている．特に食育
の「育」に関して難しい生理学，生化学の代謝を大
学の教科書のように正面から教育するのではなく，
児童・生徒も分かるパフォーンスに置き換えて講義
すべきと考えている．
　
８．受講者からの感想・反響
　講義終了後，学校から講義の感想・反響が送られ
てくることがある．1例に平成29年広島県 C 中学校
ランチルームで1年生（76人）2年生（74人）3年生（78
人）を対象にした講義を取り上げる．講義1ヶ月後，
感想が送られてきた．タイトルはこども達に何が
不足しているかを考え主催者が決めたものに沿って
行った．「食で育てる『生きる力』―噛む力！体と
心の健康スイッチ―」というものであった．依頼の
意図は，こども達が食べたり飲んだりしているもの
で，まったく噛まない，あまり噛まなくても飲み込
める食べものが多くなっている．食べものを噛むこ
との必要性を歯科医とともに教育して欲しいという

ものであった．したがって，飲んだもの，食べたも
のが消化吸収や代謝にどのように関わっていくかの
講義の準備をした．パフォーマンスに用いたものは，
1500ml の市販清涼飲料水，砂糖200g，計量器，リ
ンゴ，きゅうり，なす，ニンジン，大根，胃腸模型
としたチューブ，多色磁石など，それにホワイトボー
ドである．講義の意図は，清涼飲料水の糖（砂糖）は，
消化吸収が素早く，体内に直ぐに摂取され血糖を上
昇させるが，リンゴなど果物に含まれる糖（砂糖と
同等量）は，リンゴの細胞の中に存在し，食後，消
化管内でリンゴの細胞が破壊されるなかで出てきた
糖が吸収されるものであり，吸収が穏やかで血糖上
昇が緩やかで血管にも肝臓などの臓器への負担が少
なくすむという内容である．また，清涼飲料水の目
的の1つに水分補給というものがあるが，きゅうり，
なす，ニンジン，大根などの野菜の90% 以上が水
分であること，清涼飲料水の飲水量とほぼ同じ野菜
を食べると十分な水分摂取になるということも教育
した．しかし当日の講義室内の温度が35度ほどあっ
たため，状況を判断し，脱水症からの回避のため，
講義中であっても各自が持参している水筒から水分
補給を適宜するよう促した．一方で「今日のような
暑い日に水を一挙に多量飲む（がぶ飲み）と，血液
が薄まり，気分が悪くなることがある」ことも教え
た．日頃から生野菜を多く摂取していると，胃腸で
生野菜の細胞がゆっくり破れて水が出てきて，水分
補給につながっていることや，清涼飲料水に含まれ
る低分子の糖の吸収過程を色の違う磁石を使って講
義した．こうしたパフォーマンスを行う科学的根拠
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図３　実際にパフォ－マンスを使って講義をしている様子

＊1　（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は，某各々の小学校でのパフォ－マンス導入授業　
＊2　（Ｄ）（Ｅ）（Ｆ）は，某各々の中学校でのパフォ－マンス導入授業
＊3　�小学生には，リンゴなどの果物や清涼飲料水に糖質が入っていることを感じ取ってもらう授業で，

糖質が消化吸収される過程をホワイトボ－ドに描いて説明しているところ
＊4　�中学生には，糖質を炭水化物（Ｃ6Ｈ12Ｏ6）ｎとして理解させ，ホワイトボ－ドに血糖上昇の仕

組みと脂肪肝になる過程を講義しているところ
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図4-1　講義の理解度

図4-2　講義のこれからの役立ち度
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として，人間は火力を使って煮たり焼くことができ
る，包丁で切ることができる，砂糖を使うことがで
きる，水をコップで飲むことができるが，人間とほ
ぼ同じような体型をした動物たちには，そのような
ことはできず，生のもの（餌）を噛んで食べて胃腸
に送り出し，消化吸収がおだやかで，糖や水が急速
に血管に入ることはないといったことを考えさせる
という講義であった．血糖が急速に上がるというよ
うな食習慣や血糖が常時高いといった状態が続くと
生活習慣病の糖尿病に近づく可能性があることをパ
フォーマンスで考えさせるという内容である．こう
した講義の感想が送られてくることがある（図4）．
ほぼ全員の生徒が，この結果から「食べることとか
らだの関係に高い関心がもてた」ようである．
　

９．栄養教諭への提唱
　これまで10年間で数千人に及ぶ栄養教諭・学校栄
養職員を対象とした代謝の講義を行い（図2-2），そ
れぞれ初めての会場での講義時には必ず生理学，生
化学に関した試験をしてきた．たとえば，「これから，
10秒間隔で申し上げる臓器を描いてください」とい
う基礎的な問題である．具体的には線画で頭部，腹
部，四肢のみを描いた図5を配布し，この中に書き
入れさせるという試験である．「では，手元に2色の
筆記具を用意してください．次にどちらかの筆記具
で口を描いてください．10秒経ちました．次に色を
替えて食道を描いてください」というもので噴門，
胃，十二指腸，空調，回腸，盲腸，虫垂，上行結腸，
横行結腸，下行結腸，S状結腸，直腸，肛門」と次々
に10秒間隔で色分けして描く試験である．この意図
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図５　栄養教諭，栄養職員が受けた書き込み試験用人体図

＊1　この用紙を受講生全員に各自2枚配布する．
＊2　1枚目には10秒間隔で，消化管の図を描く．
＊3　2枚目には10秒間隔で，血液循環に関わる臓器，組織を描く．

は，食べたもののうち，吸収されず排便されるもの
の通過過程を確認するものである．さらに続けて，
吸収後つまり血液の流れを通して栄養素などが利用
される臓器，組織の位置の確認試験を「肝臓を描い
てください」からはじめるもので，心臓，肺臓，脳，
腎臓，副腎，脾臓，膵臓，胆嚢，甲状腺，胸腺など
が含まれる．この試験の意図は，ヒトのからだは食
べたものからできており，からだの中で食べたもの
がどう流れ，臓器や組織とどう関わっているかを考
えるきっかけとなる試験である．実際に食べたもの
で不要な物は排泄され，必要な栄養成分は代謝され
るわけで，食育では欠かすことのできない内容が含

まれている．より健康的な食生活を維持し義務教育
を終え，その後の将来につながる切れ目のない健全
な食生活を維持するためには，食べたものとからだ
がどのように関係しているのかを解剖学，生理学や
生化学を噛み砕いた代謝教育が重要である．しかし，
義務教育の中で，「食とからだの関係を理解させる」
ことは極めて難しいことでもある．一方で増え続け
る幼少期からの生活習慣病対策を考慮しなければな
らない．それだけに「わかりやすい食とからだの関
係」の教材を考え，児童・生徒の心に落ちるパフォー
マンス（実証表現）を用いた食育の推進を提唱する．
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Abstract

　In Japan, the Basic Act on Food Education was enacted in 2005 to address 2 major issues: ‘citizens health’ and 
‘food security’. The act aimed to promote citizens mental and physical health. To clarify the food education 
provided in elementary and junior high schools, we classified the contents of education specified in the Basic Act 
on Food Education, School Lunch Program Act, Elementary School Teaching Guidelines, and Junior High School 
Teaching Guidelines into ‘food’ and ‘education’. Among such contents, there were few related to ‘education’, as most 
were related to ‘food’.  Furthermore, although food education should cover physiology and biochemistry to promote 
children’s understanding of body anatomy and functions, the ‘education’-related contents lacked these domains. 
Therefore, as part of food education, we propose considering performance (visual-based learning) about such a 
relationship, and incorporating it into compulsory education in the early stages.
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